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【プログラム】
企画講師// 石隈　利紀　先生：筑波大学大学院人間総合科学研究科教授


富樫　八郎  先生：沖縄大学人文学部福祉文化学科教授


山本　恒雄  先生：日本子ども家庭総合研究所子ども家庭福祉部家庭福祉担当部長  


家近  早苗  先生：聖徳大学専任講師





講師ご紹介


（ご出講順）　








№１０４５０
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時　　間�
テ　ー　マ�
講師（敬称略）�
�
９


月


18


日�
10：30～12：30　�



子どもの育ちを援助するネットワーク～学校と地域に橋渡をかける





・「ほんものチーム」「にせチーム」「なりかけチーム」


・学校と家族のパートナーシップ


・スクールソーシャルワークの基本�
石隈　利紀�富樫　八郎�
�
�
13：30～16：30�



ソーシャルワークのスキルアップ～橋をかけるスキル





・「考え方（価値観）」や｢立場｣の違う人とどうつながるか


・上手な「交渉」の仕方�
富樫　八郎


石隈　利紀�
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月


19


日�






10：00～12：30�



子どもを守り家族を援助するネットワーク～虐待を巡って





・子ども虐待における公的支援とソーシャルワークの考え方


・通告の課題


・介入・見守り・援助　援助者は何に出会うのか


・ネットワークにおけるパートナーシップ　�



山本　恒雄�
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13：30～16：00�



コミュニティの資源の見つけ方・つなぎ方・活かし方～危機は成長のチャンス





・学校組織の活かし方


・援助者へのエンパワーメント


　　　    ・「ほんものチーム」の作り方�



家近　早苗
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学校教育講座５








社会が激しく変化し、「苦痛や汚れ」を見ないようにし、排除しようとする文明のなかで、子どもの育ちは危機にあると言えます。不登校、いじめ、非行は子どもの苦戦の表れであり、発達障害は子どもの苦戦の要因の一つです。そして児童虐待は、保護者の子育ての苦戦の表れであり、子どもを育てる義務遂行の放棄であり、見過ごせない、子どもにとって、家族にとっての危機です。


しかし、学校にも、地域にも、子どもを育てる資源は多様にあります。子どもの悩みにのってくれる「学級担任」や子どもの心身の健康を援助する「養護教諭」は、日本が誇れる学校教育の資源です。そして、地域には児童相談所、保健所、病院、発達支援センターなどには、学校のパートナーとして、子どもの育ちを援助する専門家が多様に活動しています。またＮＰＯ法人の子育てへの貢献も大きいものがあります。課題は、子どもを援助する地域の人々や専門家が、どう「チーム」になり、子どもを育てる「ネットワーク」を作るかです。


本講座では、ソーシャルワークの専門家として学校・地域のネットワークを作ってこられた富樫八郎さんと山本恒雄さん、スクールカウンセラーとして地域の資源を学校教育のために活用されてきた家近早苗さん、そして学校心理学の立場からチーム援助の方法を探ってきた私が、チームになります。笑いと気づきがたくさんある、ワークショップにしたいと思っています。子どもの育ちについて、危機感と希望を共有したいと思います。


筑波大学大学院人間総合科学研究科 教授　石隈　利紀（学校心理士）














期　日　：２０１０年 ９月１８日（土）～１９日（日）


受講対象：特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、教育相談・生徒指導担当の先生方、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ、子どもの援助・福祉に関わる方々、医療関係者、大学院生


定　員　：８０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料　：１２,０００円（税込）　※ 昼食は各自でお手配ください


会　場　：明治安田こころの健康財団　2階講義室　


　　　　　


東京都豊島区高田3-19-10　　　　　03－3986-7021　　　　　　


JR山手線・新宿西武線・東京メトロ東西線「高田馬場」駅下車　徒歩約7分


           











｢学校心理士」研修会単位承認番号B-10-098








学校と地域に橋をかける


～子どもを育てるコミュニティワークのスキルアップ～
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